
復帰50周年記念
女性活躍推進

シンポジウム
～ 一人ひとりが

輝く未来へ ～

2022年12月20日（火）
18:00～20:30
（17:00開場）

琉球新報ホール

問い合わせ先
沖縄県女性力・平和推進課
TEL  098-866-2500



(投票条件）
・県内在住者
・投票は一人一回

(投票方法）
・オンライン投票
・県庁、本島内一部商業施設に
投票箱設置

（投票期間）
・10/14～11/3
※投票箱は期間限定

(投票件数)
12,625件



最優秀賞（最多得票／4,888票獲得）

伊藤聖菜さん 那覇市内在住

いとう せいな



沖縄自動車道の
ＥＴＣの利用促進について



沖縄自動車道における交通量の推移
出典：ＮＥＸＣＯ西日本データ
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○沖縄道における料金所での渋滞は、年間140回程度
発生しています。 (※料金所が原因の渋滞)

○インターチェンジのランプ等での追突事故件数は、全国
平均に比べ約2.7倍発生しています。

沖縄自動車道における現状について（ETC利用率が低いことによる主な課題）

料金所渋滞

○仮にETC普及率が90%になれば、
料金所渋滞はほぼ解消の見通しです。

○料金所における渋滞解消により事故
減少にも効果が期待されます。

出典：ＮＥＸＣＯ西日本データ



ＥＴＣ専用化等による料金所の
キャッシュレス化・タッチレス化について

出典：国土交通省



県内のHIV/エイズ及び梅毒の感染状況について

HIV感染者/エイズ患者発生状況
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・令和３年はHIV感染者16名、エイズ患者10名の報告

・令和４年は11月13日現在でHIV感染者６名、エイズ
患者８名の報告

令和３年（2021年） 新規HIV感染者/エイズ患者報告数
（上位10位の自治体）

a. ＨＩＶ感染者上位自治体

自治体 報告数 自治体 人口10万人対

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

10

東京都

大阪府

愛知県

神奈川県

福岡県

兵庫県

北海道

千葉県

静岡県

埼玉県

沖縄県

294

82

58

44

30

23

19

17

17

16

16

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

東京都

沖縄県

大阪府

愛知県

佐賀県

福岡県

香川県

群馬県

神奈川県

静岡県

2.10

1.10

0.93

0.77

0.74

0.59

0.53

0.52

0.48

0.47

b. エイズ患者上位自治体

自治体 報告数 自治体 人口10万人対

1
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4
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7
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10

東京都

愛知県

福岡県

大阪府

神奈川県

千葉県

埼玉県

沖縄県

岐阜県

北海道

兵庫県

63

30

25

24

23

14
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9

8

8
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9

10

沖縄県

福岡県

岐阜県

東京都

徳島県

愛知県

佐賀県

大分県

青森県

岡山県

0.68

0.49

0.46

0.45

0.42

0.40

0.37

0.36

0.39

0.32

出典：令和３年（2021）エイズ発生動向（厚生労働省エイズ動向委員会）

（全国2位）

（全国１位）



県内のHIV/エイズ及び梅毒の感染状況について

梅毒患者発生状況

・県内では、令和３年は統計を取り始めた平成11年
（1999年）以降、過去最多となる94名の報告

・令和４年は11月13日現在で103名の報告があり、２年
連続で過去最多を更新

・全国でも令和３年以降は増加傾向
（令和３年7,978名、令和４年11月13日現在11,018名）
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県内保健所での検査数の推移

年次 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４

HIV 2,271 2,143 2,113 447 60 117

梅毒 2,074 2,066 2,060 434 58 95

（令和４年10月末現在）

・例年2,000件を超える検査を実施していたが、令和２

年３月以降、新型コロナウイルス感染症への業務対応
のため大部分の期間休止

・令和４年10月からは順次再開



【県の対策】
目的：HIV感染者及び梅毒患者の早期発見・早期治療

実施内容

・HIV等外来検査を実施する医療機関の拡充

⇒令和４年度は２医療機関が追加

８医療機関で検査が可能

・HIV等外来検査設置４医療機関でのHIV及び梅毒の

委託検査（11月15日～12月15日）

⇒通常よりも安価（500円）で匿名による

検査が可能

最大で256人の検査を実施

・県保健所での検査再開

⇒令和４年10月から順次再開

12月１日のエイズデーを中心にHIV及び梅毒等

検査を拡充して実施予定

令和４年10月より
県保健所での検査を

順次再開
エイズデー前後では
検査を拡充して実施

HIV等外来検査を実施
する医療機関の拡充

６医療機関
↓

８医療機関

HIV等外来検査設置
４医療機関での
HIV及び梅毒の

委託検査（期間限定）

県内のHIV/エイズ及び梅毒の感染状況について


